




































































































学年・組 教科 主題 指導者 授業の教室 掲載ページ
１の２ 生活 ぼくもわたしもふぞくつ子 橋本有可 1階１の２ ４
１の３ 国語 ￣フ さぎ 谷内比能雄 1階１の３ ８
２の１ 算数 三角形と四角形－１ 中西清二 1階２の１ 1０
２の２ 生活 ぼく、わたしのおくんと ￣フ 菅谷内清 1階２の２ 1２
２の３ 図工 ゆめのつばき 藤村いずみ １階２の３ 1４
３の１ 体育 軽くて柔かい感じ（表現運動） 小笠原佳子 1階体育館 1６
３の２ 音楽 ふけるかなリコーダー 中村恵子 3階音楽室 1８
3.4年複式 社会 安全なくらし 寺本－伸 3階複式教室 2４
４の１ 社会 安全なくらし 福永善則 2階４の１ 2６
４の２ 理科 熱のつたわり方 沢田祐一 2階４の２ 2８
４の３ 道徳 ロンとわかれたくない 北川信広 ２階４の３ 3２
５の２ 国語 動物の体 新村裕二 3階５の２ 3８
６の１ 理科 電磁石と電熱線 木戸実 2階理科室(１理） 4２
６の２ 理科 電磁石と電熱線 福田信正 3階６の２ 4６
学年・組 教科 、王 題 指導者 授業の教室 掲載ページ
１の１ 生活 ぼくもわたしもふぞくつ子 乗富章子 1階１の１ ４
３の２ 社会 わたしたちの住んでいるところ 中村光男 ２階３の２ 2０
３の３ 理科 わたしの体 新保修 ２階理科室(１理） 2２
４の２ 音楽 音で気持ちをおらわそう 曽山哲夫 ３階音楽室 3０
４の３ 国語 一つの花 坂根順子 ２階４の３ 3４
５の１ 体育 ソフトベースボール（ポール運動） 松本亮 運動場(雨天は体育館） 3６
５の３ 図工 ランプ･シェィド 清水英理子 1階図工室 4０
６の２ 家庭 毎日の食事 浅田幸子 2階家庭室 4４
６の３ 算数 対称な形 藤森慎一 ３階６の３ 4８
協議会名 研究協議題 助言者 司会者 研究協力者 協議会場
国語 読みが深まる追求の場のあり方（物語文）
金沢大学教育学部
深川明子先生
金沢市立諸江町小学校
町出憲子先生
金沢市立金石町小学校
長井珠子先生 1階１の３
社会 地域を見る目を育てる追求の場のあり方
金沢大学教育学部
田中武雄先生
金沢市立長田町小学校
大浦博幸先生
金沢市立新神田小学校
砂田武嗣先生 ２階４の１
算数 算数科における追求力の育成
金沢大学教育学部
三塚正臣先生
金沢市立長田町小学校
石野あや子先生
金沢市立弥生小学校
浅岡吉宏 先生 ３階６の１
理科 理科的追求力を育てる学習
金沢大学教育学部
松原道男先生
石川県教育センター
前）１１儀男先生
金沢市立瓢箪町小学校
森真治先生 2階理科室
音楽 表現を広める追求力の育成
金沢大学教育学部
水戸部克己先生
金沢市立諸江町小学校
袋井真之先生
金沢市立三谷小学校
清水正明先生 3階音楽室
図工 個を生かす追求の場のあり方
金沢大学教育学部
向坂一弥先生
金沢市立大徳小学校
加藤詩郎先生
金沢市立戸板小学校
滝川真人先生 1階２の２
家庭 食生活を豊かにする追求の場のあり方
金沢大学教育学部
豊村洋子先生
金沢市立木曳野小学校
水野郁代先生
金沢市立中央小学校
番丼法子先生 ２階家庭室
体育 体育科における追求力の育成（ボール運動について）
金沢大学教育学部
出村慎一先生
金沢市立安
小平
原小学校
豊彦 先生
金沢市立大浦小学校
西川茂治先生 1階１の１
生活 自立をめざす生活科の授業のあり方
金沢大学教育学部
吉田貞介先生
金沢市立南小立野小学校
林道子先生
金沢市立瓢箪町小学校
市１１１政枝先生 ３階集会室
生活科学習指導案 第１日１の１．１の２
指導者１限橋
２限乗
有
章
本
富
可
子
１単元名ぼくもわたしもふぞくつ子
標
・学校には、多くの先生や上級生・友だちがいることを知り、それらの人たちと積極的に
交わろうとすることができるようにする。
・学校には、いろいろな施設？設備があることを知り、それらを上手に利用して、楽しい
学校生活を送ることができるようにする。
・学校生活を送る上で関わりをもつ、施設・設備や人々、動植物と、心の通い合う、明る
い交流を持とうとする態度を養う。
２目
３指導にあたって
・本単元は、学校生活の入門期にある子どもたちが、学校の人々や動植物、施設、設備などを知る
ことをきっかけにして、それらの人や物と、より積極的に関わりを持とうとするようになることを
ねらって設定した。
これまでの社会科や理科でも、同じような単元が組まれているが、生活科では特に「自分と関わ
りのある」人々や動植物とのふれ合いを大切にしたい。それは、生活科として子どもたちの身につ
けさせたい学び方のひとつがまず「自分が」気に入ったものや場所をみつけ、その良さや楽しさを
＋分に味わった上で、クラスの友だちにも知らせ、互いに学び合うことであると考えるからである。
、入学して－ケ月半あまりの日々で、子どもたちは、クラスの友だちや担任と親しく言葉を交わす
ことができるようになって来た。一方では、生活科の活動を通して、二年生以上の上級生と交わっ
たり、担任以外の先生を知ったり、教室以外の学習や活動の場所を知り始めたりしている。また、
学校行事や児童会活動での「－年生を迎える会」などを通して、それらの人々や施設・設備が、自
分たちを積極的に受け入れてくれようとしていることに気づいている。しかし、それらの人々や物
は、常に自分たちに対して「してくれる」のであって、自分たちが、考えたり、行動したりといっ
た、積極的な働きかけを｢する｣、あるいは、自分たちよりも弱い立場にある動植物に対して、優し
い行動をとることには、慣れていない。また、まだまだ自分中心の行動が多く、友だちの考えを聞
いたり、友だちにわかるように話したりすることにも慣れていない。
・前単元「ちゅうりっぷをありがとう」では、子どもたちは、２年生が大切に育ててきたチューリッ
プをもらうことを通して、－番身近な上級生である２年生と親しくなった。そこで、本単元では、
２年生が案内してくれる活動を中心とした二次「どうぞよろしく（Ⅱ)」を経て、「ぼくのお気に入
りの場所」を見つけ、それをクラスの友だちに紹介していく、「みんなのお気に入りの場所｣へと広
がっていく活動の流れを考えた⑨
．教えてもらった楽しい場所で、自分が満足するまで遊ぶことによって、みんなにも知らせ、みん
なでもっと楽しく遊べるようにしようと行動できるようにしたい。そして、みんなで楽しむには、
その特徴をもっとよく知り、相手の立場を思う優しさが大切であることもわからせたい。
４































































































